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生
物
の
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様
性
と
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性

細胞：cell　DNA（デオキシリボ核酸）：deoxyribonucleic acid　エネルギー：energy　代謝：metabolism　
遺伝：heredity/inheritance

1細胞からできている　生物は，自分自身
と外界を膜

まく

により隔
へだ

てている。この膜により包

まれた構造は細
さい

胞
ぼう

と呼ばれている。すべての生

物は細胞からできている。生物には，1つの細

胞からできている単細胞生物と，多数の細胞が

集まってできている多細胞生物がある。

2DNAをもつ　生物の形質は，その生物の
もつ遺伝情報をもとにつくられるタンパク質に

よって決められる。この遺伝情報の本体は，

DNA（デオキシリボ核
かく

酸
さん

）という物質である。

3エネルギーを利用する　生物はエネル
ギーを利用して，いろいろな生命活動を行って
いる。物質の合成や分解を行うことで，エネル

ギーを得ている。また，得たエネルギーを利用

してさまざまな物質の合成を行っている。この

ような生体内における化学反応（化学変化）は代
たい

謝
しゃ

と呼ばれる。

4自分と同じ構造をもつ個体をつくる　
生物は，自分と同じ構造をもつ個体をつくり，

形質を子孫に伝える遺
い

伝
でん

のしくみをもっている。

生命を維
い

持
じ

するしくみがあっても，1個体の寿
じゅ

命
みょう

は有限であり，生物は自分と同じ構造をもつ

個体をつくる自己複
ふく

製
せい

能力を備えている。

5体内の状態を一定に保つ　生物は，体外
の環

かん

境
きょう

変
へん

化
か

にかかわらず，体内の状態を一定の

範囲に保とうとするしくみをもっている。この

しくみを恒
こう

常
じょう

性
せい

と呼び，生物は代謝によりこの

しくみを維持している。

➡p.26
5

➡p.26 ❶

➡p.52

➡p.52
10

15

➡p.35

20

➡p.52

25

➡p.96

❶形，色，行動といった生
物のもつあらゆる性質の特
徴。

▲図7　生物の特徴

ゾウリムシ（単細胞生物）

エネルギーを利用する

外に取り出した大腸菌のDNA
（着色してある）

コダカラベンケイソウ
葉の縁に生じた
芽（不定芽）から
新しい個体が生
じる。

極寒の環境下で生活する
ホッキョクグマ
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１
章

生
物
の
多
様
性
と

共
通
性

真核細胞：eukaryotic cell　原核細胞：prokaryotic cell　真核生物：eukaryote　細胞膜：cell membrane　核：nucleus　
細胞質：cytoplasm　細胞壁：cell wall　細胞小器官：organelle　細胞質基質：cytosol　ミトコンドリア：mitochondrion　

葉緑体：chloroplast　液胞：vacuole　

　核をもつ細胞を真核細胞といい，真核細胞からなる生物を真
しん

核
かく

生
せい

物
ぶつ

という。真核細胞は，核
かく

と細
さい

胞
ぼう

質
しつ

からなる。細胞質の最

外層には，細胞内外を仕切っている細
さい

胞
ぼう

膜
まく

がある。植物細胞で

は，細胞膜の外側を細
さい

胞
ぼう

壁
へき

が取り囲んでいる。

●細胞小器官　細胞の中には細
さい

胞
ぼう

小
しょう

器
き

官
かん

と呼ばれるさまざ
まな構造体があり，特定の機能を分担している。細胞小器官の

間は，細
さい

胞
ぼう

質
しつ

基
き

質
しつ

という液状の成分が満たしている。
　一

いっ

般
ぱん

的
てき

に，真核細胞には1つの核
かく

があり，核の内部には，酢
さく

酸
さん

オルセインや酢酸カーミンなどの染色液によって染まる染色

体がある。染色体のおもな成分は，DNAとタンパク質である。

　ミトコンドリアは，球状や円
えん

筒
とう

形などさまざまな形状をして

おり，呼吸によりエネルギーを取り出すはたらきを担
にな

っている。

　葉
よう

緑
りょく

体
たい

は，植物細胞にみられる紡
ぼう

錘
すい

形をした細胞小器官であ

り，光エネルギーを吸収して，光合成を行っている。

　液
えき

胞
ほう

は，成熟した植物細胞で顕
けん

著
ちょ

であり，糖や無機塩類の貯

蔵や調整などのはたらきをしている。植物細胞の種類によって

は，花の色や紅葉などのもとになるアントシアンと呼ばれる，

赤色，青色，紫色などの色素を含んでいることがある。

　細胞小器官や細胞質基質には，さまざまな酵
こう

素
そ

が含まれてい

て，物質の合成や分解などの化学反応が行われている。細胞が

このような化学反応を行うことで，生命が維
い

持
じ

されている。

真核細胞の構造A

❶細胞壁は，細胞質には含
めない。

❷炭水化物のこと。

❶
5

▲図10　アントシアンを含
む花

0.3 µm

▲図8　ミトコンドリア

▲図9　葉緑体

1 µm

10

➡p.54

15

❷

20

➡p.36

ミトコンドリア
呼吸を行う。

核
葉緑体
光合成
を行う。

細胞壁
細胞の形の維持。

液胞
物質の貯蔵。

（動物細胞） 細胞質基質
さまざまな化学反応が
行われている。

細胞膜

（　　　が含まれる。）DNA

真核細胞
（植物細胞）
真核細胞

▲図11　真核細胞（動物細胞と植物細胞）の模式図
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真核細胞：eukaryotic cell　原核細胞：prokaryotic cell　真核生物：eukaryote　細胞膜：cell membrane　核：nucleus　
細胞質：cytoplasm　細胞壁：cell wall　細胞小器官：organelle　細胞質基質：cytosol　ミトコンドリア：mitochondrion　

葉緑体：chloroplast　液胞：vacuole　

　核をもつ細胞を真核細胞といい，真核細胞からなる生物を真
しん

核
かく

生
せい

物
ぶつ

という。真核細胞は，核
かく

と細
さい

胞
ぼう

質
しつ

からなる。細胞質の最

外層には，細胞内外を仕切っている細
さい

胞
ぼう

膜
まく

がある。植物細胞で

は，細胞膜の外側を細
さい

胞
ぼう

壁
へき

が取り囲んでいる。

●細胞小器官　細胞の中には細
さい

胞
ぼう

小
しょう

器
き

官
かん

と呼ばれるさまざ
まな構造体があり，特定の機能を分担している。細胞小器官の

間は，細
さい

胞
ぼう

質
しつ

基
き

質
しつ

という液状の成分が満たしている。
　一

いっ

般
ぱん

的
てき

に，真核細胞には1つの核
かく

があり，核の内部には，酢
さく

酸
さん

オルセインや酢酸カーミンなどの染色液によって染まる染色

体がある。染色体のおもな成分は，DNAとタンパク質である。

　ミトコンドリアは，球状や円
えん

筒
とう

形などさまざまな形状をして

おり，呼吸によりエネルギーを取り出すはたらきを担
にな

っている。

　葉
よう

緑
りょく

体
たい

は，植物細胞にみられる紡
ぼう

錘
すい

形をした細胞小器官であ

り，光エネルギーを吸収して，光合成を行っている。

　液
えき

胞
ほう

は，成熟した植物細胞で顕
けん

著
ちょ

であり，糖や無機塩類の貯

蔵や調整などのはたらきをしている。植物細胞の種類によって

は，花の色や紅葉などのもとになるアントシアンと呼ばれる，

赤色，青色，紫色などの色素を含んでいることがある。

　細胞小器官や細胞質基質には，さまざまな酵
こう

素
そ

が含まれてい

て，物質の合成や分解などの化学反応が行われている。細胞が

このような化学反応を行うことで，生命が維
い

持
じ

されている。

真核細胞の構造A

❶細胞壁は，細胞質には含
めない。

❷炭水化物のこと。

❶
5

▲図10　アントシアンを含
む花

0.3 µm

▲図8　ミトコンドリア

▲図9　葉緑体

1 µm

10

➡p.54

15

❷

20

➡p.36

ミトコンドリア
呼吸を行う。

核
葉緑体
光合成
を行う。

細胞壁
細胞の形の維持。

液胞
物質の貯蔵。

（動物細胞） 細胞質基質
さまざまな化学反応が
行われている。

細胞膜

（　　　が含まれる。）DNA

真核細胞
（植物細胞）
真核細胞

▲図11　真核細胞（動物細胞と植物細胞）の模式図
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原核生物：prokaryote

　細胞からできていることは，すべての生物に

共通してみられる特徴であり，生物の体をつく

る基本単位と考えられている。

　真核細胞と原核細胞では，細胞内部の構造は

異なるが，細胞膜で包まれ，内部に遺伝情報の

本体であるDNA（デオキシリボ核酸）という物

質をもつという特徴は共通している。真核細胞

では，DNAは核の中に含まれる。核は膜に囲

まれた構造をしており，一般的には1つの細胞

は1つの核をもつ。一方，原核細胞のDNAは，

細胞中に露出している。DNAはその細胞や個

体の形質（形や性質）を決めたり，その形質を次

の世代に伝えたりするのに重要なはたらきをし

ている。

細胞の共通性C

DNA

細胞膜

細胞壁

細胞
原核細胞

核

ミトコンドリア

真核細胞

動物 植物内部
の構造

葉緑体

▼表1　原核細胞と真核細胞の構造の共通性と多
様性

5

➡p.52

10

15

　原核細胞や真核細胞の構成成分を分
ぶん

析
せき

すると，
水が最も多くの割合を占

し

め，次いでタンパク質，
脂肪，炭水化物，DNAやRNAなどの有機物が含
まれていることがわかる。それぞれの有機物は，
細胞を形づくるだけではなく，細胞の生命活動を

支える物質として，重要なはたらきを担
にな

っている。
タンパク質は代

たい

謝
しゃ

の際の酵素などとして，DNA
やRNAは遺伝物質として，重要なはたらきをし
ている。

➡p.78
20

➡p.35 ➡p.36

原核細胞と真核細胞の構成成分生命

▲図a　原核細胞と真核細胞の構成成分　［出典：細胞の分子生物学］

水（70％） 水（70％）

タンパク質
（15％）

タンパク質
（18％）

脂肪（2％）
炭水化物
（2％）

炭水化物
（2％）

DNAやRNA
（7％）

無機物（1％）
その他（3％） その他（3％）

脂肪（5％）

DNAやRNA
（1％）

無機物（1％）

大腸菌（原核細胞） 哺乳類（真核細胞）
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細胞：cell　DNA（デオキシリボ核酸）：deoxyribonucleic acid　エネルギー：energy　代謝：metabolism　
遺伝：heredity/inheritance

1細胞からできている　生物は，自分自身
と外界を膜

まく

により隔
へだ

てている。この膜により包

まれた構造は細
さい

胞
ぼう

と呼ばれている。すべての生

物は細胞からできている。生物には，1つの細

胞からできている単細胞生物と，多数の細胞が

集まってできている多細胞生物がある。

2DNAをもつ　生物の形質は，その生物の
もつ遺伝情報をもとにつくられるタンパク質に

よって決められる。この遺伝情報の本体は，

DNA（デオキシリボ核
かく

酸
さん

）という物質である。

3エネルギーを利用する　生物はエネル
ギーを利用して，いろいろな生命活動を行って
いる。物質の合成や分解を行うことで，エネル

ギーを得ている。また，得たエネルギーを利用

してさまざまな物質の合成を行っている。この

ような生体内における化学反応（化学変化）は代
たい

謝
しゃ

と呼ばれる。

4自分と同じ構造をもつ個体をつくる　
生物は，自分と同じ構造をもつ個体をつくり，

形質を子孫に伝える遺
い

伝
でん

のしくみをもっている。

生命を維
い

持
じ

するしくみがあっても，1個体の寿
じゅ

命
みょう

は有限であり，生物は自分と同じ構造をもつ

個体をつくる自己複
ふく

製
せい

能力を備えている。

5体内の状態を一定に保つ　生物は，体外
の環

かん

境
きょう

変
へん

化
か

にかかわらず，体内の状態を一定の

範囲に保とうとするしくみをもっている。この

しくみを恒
こう

常
じょう

性
せい

と呼び，生物は代謝によりこの

しくみを維持している。
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実習から
DNAの2本の鎖を組み合わせると，らせん状の

構造ができた。また，向かい合う塩基どうしには

決まりがあることがわかった。アデニン（A）と向かい合う塩基

はチミン（T）で，シトシン（C）と向かい合う塩基はグアニン（G）

である。また，鎖の外側にはリン酸と糖が並び，内側に塩基が

並ぶことがわかった。
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呼吸：respiration　有機物：organic matter　光合成：photosynthesis　ATP（アデノシン三リン酸）：adenosine triphosphate

　生物は，呼
こ

吸
きゅう

によりデンプンなどの有
ゆう

機
き

物
ぶつ

からエネルギーを

取り出して利用している。エネルギーの取り入れ方は，植物と

動物で異なっている。一般に植物は，光
こう

合
ごう

成
せい

によって光エネル

ギーを用いてデンプンなどの有機物を合成する。これは，光エ

ネルギーが，光合成によって化学エネルギーに変換され，有機

物に蓄
たくわ

えられたと考えることができる。そして，合成した有機

物を呼吸によって分解することで，生命活動に必要なエネル

ギーを取り出している。得られる光エネルギーが十分でなけれ

ば，植物は有機物を十分に合成できず，生命活動に必要なエネ

ルギーが不足し，やがて枯
こ

死
し

してしまう（図2）。

　一方で動物は，無機物を有機物に変
へん

換
かん

することができない。

そのため動物は，植物が合成した有機物を直接的あるいは間接

的に食べ，呼吸によって分解することで，生命活動に必要なエ

ネルギーを取り出している。このように生体内では，エネルギー

の受け渡しが行われている。そして地球上のすべての生物は，

生体内でのエネルギーの受け渡しにATP（アデノシン三
さん

リン
酸
さん

）という物質を利用している。そのため，ATPはエネルギー

の通貨とも呼ばれている。

生命活動とエネルギーA
❶炭素を含む物質を有機物
といい，それ以外を無機物
という。ただし，二酸化炭
素は炭素を含むが有機物と
はいわない。

➡p.41

❶

➡p.42
5

10

エネルギーが十分に
得られているとき

エネルギーが十分に
得られないとき

▲図2　植物のエネルギーの獲得方法と，エネルギーが十分に得られない場合の影響

15

ヒトの場合のエネルギ
ーの取り入れ方や，エ
ネルギーが十分に得ら
れない場合の影響を考
察し，話し合ってみよ
う。

やってみよう

▲図3　ATPの結晶

500 µm
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決まりがあることがわかった。アデニン（A）と向かい合う塩基

はチミン（T）で，シトシン（C）と向かい合う塩基はグアニン（G）

である。また，鎖の外側にはリン酸と糖が並び，内側に塩基が

並ぶことがわかった。
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の受け渡しが行われている。そして地球上のすべての生物は，

生体内でのエネルギーの受け渡しにATP（アデノシン三
さん

リン
酸
さん

）という物質を利用している。そのため，ATPはエネルギー

の通貨とも呼ばれている。

生命活動とエネルギーA
❶炭素を含む物質を有機物
といい，それ以外を無機物
という。ただし，二酸化炭
素は炭素を含むが有機物と
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実習から
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構造ができた。また，向かい合う塩基どうしには

決まりがあることがわかった。アデニン（A）と向かい合う塩基

はチミン（T）で，シトシン（C）と向かい合う塩基はグアニン（G）
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結果例

▲図5　DNAの二重らせん構造　塩基どうしは弱い結合でつながっている。
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２
章

遺
伝
情
報
と

タ
ン
パ
ク
質

tRNA：transfer ribonucleic acid　コドン：codon

コ
ド
ン
の
１
番
目
の
塩
基

コ
ド
ン
の
３
番
目
の
塩
基

開始コドン

フェニルアラニン
（Phe）

ロイシン
（Leu）

ロイシン
（Leu）

イソロイシン
（Ile）

メチオニン（Met）

バリン
（Val）

UUU

UUC

UUA

UUG

CUU

CUC

CUA

CUG

AUU

AUC

AUA

AUG

GUU

GUC

GUA

GUG

終止コドン

チロシン
（Tyr）

ヒスチジン
（His）

グルタミン
（Gln）

アスパラギン
（Asn）

リシン（リジン）
（Lys）

アスパラギン酸
（Asp）

グルタミン酸
（Glu）

UAU

UAC

UAA

UAG

CAU

CAC

CAA

CAG

AAU

AAC

AAA

AAG

GAU

GAC

GAA

GAG

終止コドン

システイン
（Cys）

トリプトファン（Trp）

アルギニン
（Arg）

セリン
（Ser）

アルギニン
（Arg）

グリシン
（Gly）

UGU

UGC

UGA

UGG

CGU

CGC

CGA

CGG

AGU

AGC

AGA

AGG

GGU

GGC

GGA

GGG

U

C

A

G

U

U C

コドンの2番目の塩基

A G

C

A

G

U

C

A

G

U

C

A

G

U

C

A

G

セリン
（Ser）

プロリン
（Pro）

トレオニン
（Thr）

アラニン
（Ala）

UCU

UCC

UCA

UCG

CCU

CCC

CCA

CCG

ACU

ACC

ACA

ACG

GCU

GCC

GCA

GCG

▼表1　遺伝暗号表

　細胞内のタンパク質の材料として使われているアミノ酸は20種類である。この20種類

のアミノ酸に対応するmRNAの塩基3つの組をトリプレットと呼ぶ。

　1960年ごろ，多くの研究者によって，それぞれのトリプレットがどのアミノ酸に対応

するかが突
つ

き止められ，遺伝暗号表という表がまとめられた。遺伝暗号表では，トリプレッ

トがmRNAの塩基配列で表示され，各トリプレットをコドン（遺伝暗号の単位）という。
例えば，1番目がＵ，2番目がG，3番目がCのコドンには，システイン（Cys）が対応する。

4種類の塩基の3つの並びでつくられるコドンの種類は全部で64（4×4×4＝64）種類で

ある。これらが20種類のアミノ酸を指定していることから，複数のコドンが同じアミノ

酸を指定することもある。また，64個のコドンのうち，3個はアミノ酸に対応しておらず，

そこで翻訳が終了するため，終止コドンという。一方，翻訳の開始には，AUGが対応し

ており，開始コドンという。これは同時にメチオニン（Met）のコドンでもある。

遺伝暗号表E

5

10

81
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　病原体の抗原情報を保ったまま病原性を消失させたものを接
せっ

種
しゅ

すると，人為的に一次応答を引き起こすことができる。その

後，実際の病原体が体内に侵入した場合には，記憶細胞がはた

らいて，即
そく

座
ざ

に二次応答が起こるため，発症を未然に防いだり，

症状をやわらげたりする効果がある。このとき接種する抗原を

ワクチンといい，ワクチンの接種によって免疫記憶を生じさせ，
発症を防ぐことを予

よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

という。ワクチンの開発により，治
ち

療
りょう

法がなかったり，重い後
こう

遺
い

症
しょう

を起こしたり生命にかかわるよ

うな，いくつかの感染症も予防できるようになった。

予防接種とワクチンB

日本で，乳幼児期〜小
児期にワクチンの接種
の努力義務が課せられ
ている感染症には，ど
のようなものがあるだ
ろうか。感染症の症状
や，原因となる病原体
を調べてみよう。

調べてみよう

5
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▲図7　予防接種による記憶細胞の形成
増殖せず発症しない。

増殖して発症する。

二次応答

予防接種

自然感染

自然感染

一次応答

病原体

病原体
病原性あり

ワクチン
病原性なし

弱毒化
無毒化

適応免疫に
より異物を
排除する。
（一次応答）

数か月～
　数年後

適応免疫がすぐに強力に
はたらいて発症はしない
か発症しても症状は軽い。
（免疫記憶も強化される）

長期間残る。
記憶細胞

　血液を擬固させ，血球やフィブリンなどを含む
血ぺいを除いて得られる上澄み液を血

けっ

清
せい

という。
　体内に入ったヘビ毒

どく

や破
は

傷
しょう

風
ふう

菌毒素は，すみや
かに排除しないと生死にかかわる。このような場
合に用いられるのが，抗体を多く含む血清である。
血清を患者に注入することで，毒素をすみやかに
中和できる。この治療法を血

けっ

清
せい

療
りょう

法
ほう

といい，
1890年に北

きた

里
ざと

柴
しば

三
さぶ

郎
ろう

とベーリングにより確立さ
れた。現在でも，破傷風菌感染後の治療は，血清
療法を改良した抗破傷風ヒト抗体の投与が中心で
ある。
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▲図a　血清療法における抗血清のつくり方
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生
物
の
多
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性

生物の多様性はさまざまな価値をもち，その保全はバランスのとれた生態系を維持
するうえで大切である。

　世界の島の中で3番目に大きいボルネオ島(イ
ンドネシア・マレーシア・ブルネイ)は，かつて
広大な熱帯多雨林が広がっていた。しかし2015
年には，ボルネオ島の熱帯多雨林の面積は島の面
積の5割程度にまで減少していることがわかって

いる（図a）。熱帯多雨林は未知の生物も含
ふく

めて極
めて多様な生物が生息するバイオームであり，そ
の減少は生物の多様性の低下を意味する。例えば，
熱帯多雨林に生息するオランウータンは，生息地
の減少により個体数が減少している（図b）。

5

熱帯多雨林の減少と私たちの生活社会

▲図a　2005年から2015年にかけての，ボルネオ島の森林面積の変化　緑色の部分が森林を表している。
［図出典：WWF Indonesia］

2005年
島の面積に対する
森林の面積の割合
：約70％

2010年
島の面積に対する
森林の面積の割合
：約61％

2015年
島の面積に対する
森林の面積の割合
：約54％

　ボルネオ島の熱帯多雨林が減少した原因は，輸
出用の木材を調達するための過

か

剰
じょう

な伐
ばっ

採
さい

や，パー
ム油の生産を目的としたアブラヤシのプランテー
ションの開発などによるものである(図c)。パー
ム油はカップ麺

めん

やスナック菓
が

子
し

，チョコレートや
洗
せん

剤
ざい

などにも使われる有用な油であり，世界中で
多く使われている。安
価な油を仕入れるため
には広大な土地が必要
になるため，私たちが
安価な商品を求めるこ
とは，結果的に熱帯多
雨林の減少を加速させ
ることにもなる。
　近年，生物の多様性
に配

はい

慮
りょ

した食料や紙，

パーム油などの生産が注目されている。生物の多
様性に配慮した製品を選択するなど，日々の行動
を変えるだけでも，結果的に生態系を守ることに
つながることもある。私たちの行動が，生態系に
どのような影響を与えているかを想像しながら，
行動を選択していくことが大切である。
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▲図b　熱帯多雨林に生息するオランウー
タン

▲図c　プランテーション
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生物の多様性はさまざまな価値をもち，その保全はバランスのとれた生態系を維持
するうえで大切である。

　世界の島の中で3番目に大きいカリマンタン島
(ボルネオ島)は，かつて広大な熱帯多雨林が広
がっていた。しかし2015年には，カリマンタン
島の熱帯多雨林の面積は島の面積の5割程度にま
で減少していることがわかっている（図a）。熱帯

多雨林は未知の生物も含
ふく

めて極めて多様な生物が
生息するバイオームであり，その減少は生物の多
様性の低下を意味する。例えば，熱帯多雨林に生
息するオランウータンは，生息地の減少により個
体数が減少している（図b）。
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熱帯多雨林の減少と私たちの生活社会
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いる。カリマンタン島（ボルネオ島）はインドネシア，マレーシア，ブルネイが領有している。［図出典：WWF Indonesia］
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　カリマンタン島の熱帯多雨林が減少した原因は，
輸出用の木材を調達するための過

か

剰
じょう

な伐
ばっ

採
さい

や，
パーム油の生産を目的としたアブラヤシのプラン
テーションの開発などによるものである(図c)。
パーム油はカップ麺

めん

やスナック菓
が

子
し

，チョコレー
トや洗

せん

剤
ざい

などにも使われる有用な油であり，世界
中で多く使われている。
安価な油を仕入れるた
めには広大な土地が必
要になるため，私たち
が安価な商品を求める
ことは，結果的に熱帯
多雨林の減少を加速さ
せることにもなる。
　近年，生物の多様性
に配

はい

慮
りょ

した食料や紙，

パーム油などの生産が注目されている。生物の多
様性に配慮した製品を選択するなど，日々の行動
を変えるだけでも，結果的に生態系を守ることに
つながることもある。私たちの行動が，生態系に
どのような影響を与えているかを想像しながら，
行動を選択していくことが大切である。
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細胞：cell　DNA（デオキシリボ核酸）：deoxyribonucleic acid　エネルギー：energy　代謝：metabolism　
遺伝：heredity/inheritance

1細胞からできている　生物は，自分自身
と外界を膜

まく

により隔
へだ

てている。この膜により包

まれた構造は細
さい

胞
ぼう

と呼ばれている。すべての生

物は細胞からできている。生物には，1つの細

胞からできている単細胞生物と，多数の細胞が

集まってできている多細胞生物がある。

2DNAをもつ　生物の形質は，その生物の
もつ遺伝情報をもとにつくられるタンパク質に

よって決められる。この遺伝情報の本体は，

DNA（デオキシリボ核
かく

酸
さん

）という物質である。

3エネルギーを利用する　生物はエネル
ギーを利用して，いろいろな生命活動を行って
いる。物質の合成や分解を行うことで，エネル

ギーを得ている。また，得たエネルギーを利用

してさまざまな物質の合成を行っている。この

ような生体内における化学反応（化学変化）は代
たい

謝
しゃ

と呼ばれる。

4自分と同じ構造をもつ個体をつくる　
生物は，自分と同じ構造をもつ個体をつくり，

形質を子孫に伝える遺
い

伝
でん

のしくみをもっている。

生命を維
い

持
じ

するしくみがあっても，1個体の寿
じゅ

命
みょう

は有限であり，生物は自分と同じ構造をもつ

個体をつくる自己複
ふく

製
せい

能力を備えている。

5体内の状態を一定に保つ　生物は，体外
の環

かん

境
きょう

変
へん

化
か

にかかわらず，体内の状態を一定の

範囲に保とうとするしくみをもっている。この

しくみを恒
こう

常
じょう

性
せい

と呼び，生物は代謝によりこの

しくみを維持している。
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➡p.35
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❶形，色，行動といった生
物のもつあらゆる性質の特
徴。

▲図7　生物の特徴

ゾウリムシ（単細胞生物）

エネルギーを利用する

外に取り出した大腸菌のDNA
（着色してある）

コダカラベンケイソウ
葉の縁に生じた
芽（不定芽）から
新しい個体が生
じる。

極寒の環境下で生活する
ホッキョクグマ
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複製：replication　半保存的複製： semiconservative replication

　DNAが複製されるときには，分離したDNAの一方の鎖が

鋳型となって新しい鎖が合成される。新しい鎖の端
はし

には，ヌク

レオチドが次々につながって，鎖が伸びていく。どのヌクレオ

チドがつながるのかは，鋳
い

型
がた

鎖
さ

のヌクレオチドによって決まる。

つまり，鋳型鎖のヌクレオチドと相補性のあるヌクレオチドが，

1つずつ次々につながって新しい鎖ができていく。このような

DNAの複製のしくみは，原
げん

核
かく

生物，真
しん

核
かく

生物を問わず，すべ

ての生物で共通している。

　もし相補性のないヌクレオチドが取り込
こ

まれたとすると，複

製の前後で遺伝情報に違いが生じることになるが，実際にはそ

のような間違いはほとんど起こらない。

DNAの正確な複製B

5

10

大腸菌では，DNAの
伸長する速度は1秒あ
たり約700塩基とい
われている。大腸菌の
ゲノムは約460万塩
基対である。大腸菌の
全ゲノムの複製にかか
る時間はどれくらいだ
ろうか。

考えてみよう
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▲図7　DNAの半保存的複製（模式図）
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▲図a　DNAポリメラーゼによるヌクレオチドの結合
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